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当社の得意分野である貼付剤や軟膏剤などの外用剤の安全性試験を紹介します。モルモット、ウ

サギ、ミニブタを用いて、経皮投与による一般毒性試験、刺激性試験、感作性試験、血中濃度測

定試験などの豊富な経験を活かして皆様のご要望に沿った試験方法を提案させていただきます。  

201２年（平成24年）6月１日（業務企画部発行） 
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裏面もご覧ください。 

  

『心の絆 - その５7 - 』 佐部利 典彦のアートギャラリー（57）  

岐阜県出身（1969～） 
「新東名、動物に泣く」、５月１２日の朝日新聞(夕刊)一面の見出

しです。新東名高速道路では開通１ヶ月足らずで、車と野生動物の

衝突が頻発し、タヌキ、サル、ウサギ、シカなどの死骸が８３体に及

び、大事故につながりかねない事態と大きく扱われています。新東

名高速道路は東名高速道路の渋滞緩和を期待して造られた道路

ですが、この事態は人の利便性や生産性を主にしたことによる結

果で、記事に「新東名、動物が泣く」の目線のないことに疑問を感じ

ます。即ち、人が動物達の生活圏であった山を切り開いて道路を

造った為に起こったことで、動物にとって、この道路は単なる迷惑な

物体に過ぎません。当然、動物に対応する術はなく、高次能力を有

する人が獣道や動物の生態系に影響を与えない配慮があって当

然です。私たち人は生態系の存在の中で生活が成り立っていま

す。そして、その生態系の維持には全ての動植物との共生・共存が

基本です。昨年の３月に起こった福島県原発事故も同じ観点から

の目線が必要で、近辺に住んでいた魚介類を含め、人以外の全て

の生物も甚大な被害を受けているのです。私たちには、今こそ「人

さえ良ければ」の考えを謙虚に見直す姿勢が求められています。 

作者の言葉 
 

東北での展覧会

に出品し、岐阜で

の個展にも展示し

ます。被災地に思

いをよせ、元気に

なってもらいたい

と心から願って描

き ま し た。様々 な

色やでこぼこを、

最終的に白い漆

喰で塗りこめまし

た。あるｓｃｅｎｅが

表出したと思う。 
  (サイズ：s50号,   

素材:ミクストメディア) 

当社は、ＨＳ財団の動物実験第三者認証施設です 

経皮投与による安全性試験経皮投与による安全性試験  

第11回日本再生医療学会総会にて企業展示    開催期間：2012年6月12日（火）～14日（木）  

パシフィコ横浜（展示ホールD・アネックスホール）に於いて、第11回日本再生医療学会総会が開催されます。

当社の企業展示に、是非お立ち寄りください。 

 企業展示の 

お知らせ 

光毒性試験によるミニブタとモルモットの比較 

動物 : NIBS系ミニブタ,  n=3                     塗布物質 : 0.05% 8-MOP 

    Göottingen系ミニブタ,  n=3  

    モルモット : n=5 
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動物 : NIBS系ミニブタ,  n=2                     感作 : 0.1% DNCB 

         Göttingen系ミニブタ,  n=2               誘発 : 0.1% DNCB 

    モルモット,  n=5                             誘発部位 : 腹側部 

Maximization test によるミニブタとモルモットの比較 

 

ミニブタを用いた経皮投与による一般毒性試験 

第39回日本毒性学会学術年会にて 

ポスター発表致します。 

詳しくは、裏ページをご覧ください。 

タイトル: Ｔｈｅ ｓｃｅｎｅ ｆｏｒ ｐｒａｙｉｎｇ 

心電図検査 眼底像 
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  nbr  のロゴが目印です。 

 

当社企業展示ブースに 

  是非お立ち寄りください。 
    お待ちしております。 

 

第３９回日本毒性学会学術年会 NBR発表登録演題一覧 

     

会   期：２０１２年７月１７日（火）～１９日（木）      

開催場所：仙台国際センター  ポスター会場１ 

        （〒980-0856 仙台市青葉区青葉山無番地）  
 
 演   題：ミニブタを用いた皮膚刺激性試験（その８） 

        －Ｇöttingen系ミニブタの投与部位による皮膚刺激性の差の検討－ 

 演   者：長瀬 孝彦 

 発表日時：7月17日（火） 16：30～17：30 質疑・応答コアタイム 
 演題番号：5167 
 
 演   題：皮膚反応の肉眼観察における相対的数値化の試み（２）  

 演   者：山田 恭史 

 発表日時：7月17日（火） 16：30～17：30 質疑・応答コアタイム 
 演題番号：5035 
 

 演   題：ラット腎臓に対する造影剤の副作用  

 演   者：杉浦 孝宏 
 発表日時：7月17日（火） 16：30～17：30 質疑・応答コアタイム 

 演題番号：5115 
 
 演   題：ミニブタを用いる皮下投与による局所刺激性の検討  

 演   者：加藤 英男 
 発表日時：7月19日（木） 16：30～17：30 質疑・応答コアタイム 
 演題番号：5265 
 

 

企業展示のご案内 
 

 日   時： 2012年7月17日（火）～19日（木）  
 会   場： 仙台国際センター （ホワイエ） 

  

 

 

     

                                 
                                     2011年の展示の様子 


